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研究内容 

⚫ 血液凝固に関する基礎研究 

 血液の流動性を維持する仕組みや、凝固反応で即座に出血を防ぐ仕組みは、古くから

研究されているものの、まだ多くの謎や意外な新発見がある。凝固関連分子の構造や

機能、細胞機能、疾患との関連などを、新たな技術を利用して解き明かしていく。 

⚫ 血液凝固異常症に関する応用研究・臨床研究 

 人類の死因の上位には、心血管疾患、脳卒中、がんがあり、いずれも血栓症が致命的

となることが多い。COVID-19 のような感染症でも、重症化に血栓症が深く関与す

る。血栓症患者の病因解明や遺伝子解析、新たな診断法や治療戦略に向けた開発など

を通じ、研究成果を臨床に還元することを目指している。例えば、国内外で実施されて

いる血栓性血小板減少性紫斑病の検査は当部の特許に基づいている。 

⚫ 小胞体ストレスに関する研究 

 生体防御システムの観点から、小胞体ストレスや小胞体関連分解に関する研究も進め

ており、循環器疾患との関連の究明を目指している。 
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